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２０２６年度事業計画書 

五代武田長兵衞（和敬翁）により、「社会に役立つよう勉学に勤しむ学徒に対

し、その学科の如何を問わず、また学業終了後の就職も各自の自由意思に委ね

ることを前提として返還不要の奨学金を与える」という精神で始められた。和

敬翁の遺志を引き継ぎ、志が高く、学術優秀、品行方正な大学生及び大学院生

に必要な援助を与え、社会に貢献する人材を支援・育成していく。 

I. 方  針 
指定校における公募推薦制および尚志社の選考委員会制度により、尚志

社に相応しい質の高い学生を採用する。また、社友懇話会や奨学生懇談

会を通じて、奨学金給付以外の人材育成支援にも積極的に取り組む。こ

のほか、社友の活躍や近況を中心に情報発信を継続し、財団活動に関す

る内外の理解促進を図る。 

II. 事  業 
１. 奨学生の採用並びに奨学金の支給 

２０２６年度の採用者は５６名（新規採用５０名、大学院進学による再

採用６名）を予定する。この５６名と継続の奨学生５０名の計１０６名

に対して、下記Ⅲ．の計画に従って奨学金を支給する。 

２. 社友懇話会の開催 
役員・評議員・先輩社友・奨学生の交流を目的とし、札幌、仙台、東京、

名古屋、金沢、大阪、福岡において懇話会を開催する。 

３. 機関誌の発行 
尚志社の人材育成事業の活動状況や情報提供のために、機関誌「尚志」

を年２回発行する。 

４. 奨学生懇談会の実施 
少なくとも年１回の奨学生懇談会を通じて、奨学生に対する生活指導、

助言を行う。 
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III. 奨学金支給計画 
１. 入学金・授業料・その他正規納付額は、実費を限度として支給する。た

だし、授業料・その他正規納入金は 100 万円を限度とする。 

２. 奨学金（月額補助分）の支給区分                      （単位：円） 
区  分 支給額（月額） 

大学院博士課程・下宿 80,000 
大学院博士課程・自宅 60,000 
大学院修士課程・下宿 70,000 
大学院修士課程・自宅 50,000 
学部 5 年／6 年・下宿 70,000 
学部 5 年／6 年・自宅 50,000 
学部 3 年／4 年・下宿 60,000 
学部 3 年／4 年・自宅 40,000 

３. 継続の奨学生（５０名）に対する支給計画              （単位：円） 
区分 人数 毎月支給（年額） 授業料他 計 

博士

課程 
下宿 2  1,920,000  1,178,760  3,098,760  
自宅 0  0  0  0  

修士

課程 
下宿 21  17,290,000  11,458,560  28,748,560  
自宅 7  4,200,000  4,679,000  8,879,000  

学部 
5/6 年 

下宿 10  8,400,000  5,358,000  13,758,000  
自宅 5  3,000,000  2,786,160  5,786,160  

学部 
3/4 年 

下宿 4  2,880,000  2,303,400  5,183,400  
自宅 1  480,000  1,000,000  1,480,000  

計 50  38,170,000  28,763,880  66,933,880  

４. 大学院進学による再採用予定者（６名）に対する支給計画（単位：円） 
区分 人数 毎月支給（年額） 授業料他 計 

博士

課程 
下宿 4  3,840,000  2,425,200  6,265,200  
自宅 1  720,000  635,400  1,355,400  

修士

課程 
下宿 1  840,000  817,800  1,657,800  
自宅 0  0  0  0  

計 6  5,400,000  3,878,400  9,278,400  
注）進学者（大学院）は再選考のうえ、採否を決定する 
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５. 新規採用予定者（５０名）に対する支給計画 
50（名）×1,450,000（円、注）＝72,500,000（円） 
注）尚志社奨学生のおよその平均支給額（年額） 

６. 海外渡航者（２０名：予想数）に対する支給計画（一時的増額） 
20（名）×300,000（円、注）＝6,000,000（円） 
注）行先が欧米の場合の支給額 

７. ２０２６年度の奨学金所要額 

（３、４、５および６の合計）154,712,280 円 
 



(単位：円）

公１

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 176,549,280 40,501,840 0 217,051,120

基本財産受取配当金 89,562,960 40,501,840 130,064,800

86,986,320 0 86,986,320

特定資産運用益 56,000 44,000 0 100,000

特定資産受取利息 0 44,000 44,000

特定資産受取利息振替額 56,000 0 56,000

受取寄付金 9,000,000 0 0 9,000,000

受取寄付金 3,000,000 0 3,000,000

受取寄付金振替額 6,000,000 0 6,000,000

雑収益 517,000 0 0 517,000

受取利息 517,000 0 517,000

経常収益計 186,122,280 40,545,840 0 226,668,120

（２）経常費用

事業費 206,122,280 0 206,122,280

支払奨学金 154,712,280 154,712,280

社友懇談会費 9,000,000 9,000,000

印刷製本費 5,000,000 5,000,000

役員報酬 5,210,000 5,210,000

選考委員報酬 2,270,000 2,270,000

給料手当 9,800,000 9,800,000

退職給付費用 580,000 580,000

福利厚生費 2,300,000 2,300,000

旅費交通費 6,000,000 6,000,000

通信運搬費 1,500,000 1,500,000

消耗品費 800,000 800,000

会議費 800,000 800,000

賃借料 2,100,000 2,100,000

業務委託費 5,650,000 5,650,000

雑費 400,000 400,000

管理費 19,990,000 0 19,990,000

役員報酬 3,820,000 3,820,000

給料手当 7,300,000 7,300,000

退職給付費用 420,000 420,000

福利厚生費 1,500,000 1,500,000

会議費 200,000 200,000

旅費交通費 500,000 500,000

通信運搬費 300,000 300,000

消耗品費 500,000 500,000

賃借料 1,400,000 1,400,000

業務委託費 3,550,000 3,550,000

雑費 500,000 500,000

経常費用計 206,122,280 19,990,000 0 226,112,280

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 20,000,000 20,555,840 0 555,840

評価損益等計 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 20,000,000 20,555,840 0 555,840

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0

他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 20,000,000 20,555,840 0 555,840

他会計振替額 20,000,000 △ 20,000,000 0

当期一般正味財産増減額 0 555,840 0 555,840

一般正味財産期首残高 2,347,096,678 1,295,377,411 0 3,642,474,089

一般正味財産期末残高 2,347,096,678 1,295,933,251 0 3,643,029,929

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産受取配当金 83,407,200 83,407,200

特定資産受取利息 56,000 56,000

一般正味財産への振替額 △ 93,042,320 △ 93,042,320

当期指定正味財産増減額 △ 9,579,120 0 0 △ 9,579,120

指定正味財産期首残高 2,641,364,954 0 0 2,641,364,954

指定正味財産期末残高 2,631,785,834 0 0 2,631,785,834

Ⅲ　正味財産期末残高 4,978,882,512 1,295,933,251 0 6,274,815,763

基本財産受取配当金振替額

内部取引控除 合計科     目
公益目的事業会計

法人会計

収支予算書
2026年4月1日から2027年3月31日まで

公益財団法人尚志社
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